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の
収
蔵
品
レ
ス
キ
ュ
ー
活
動
を
本
格
的
に
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
人
間
文
化
研
究
機
構
国
立
民
族
学
博
物
館
の
日
髙
真
吾
氏
の
指
導
と
助
言

を
も
と
に
、
作
業
は
収
蔵
庫
か
ら
搬
出
、
洗
浄
、
乾
燥
、
エ
タ
ノ
ー
ル
の
塗
布
、
館
内
で
の
一
時
保
管
と
い
う
流
れ
で
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
複

数
の
収
蔵
庫
で
同
時
に
作
業
が
進
ん
で
い
く
こ
と
で
、
レ
ス
キ
ュ
ー
活
動
の
規
模
も
次
第
に
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
。
一
月
半
ば
以
降
に
な
る
と
、

神
奈
川
県
内
や
全
国
各
地
か
ら
の
数
多
く
の
学
芸
員
に
加
え
て
、
市
民
文
化
局
内
所
属
職
員
も
レ
ス
キ
ュ
ー
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

令
和
二
年
の
二
月
に
は
、
一
月
か
ら
収
蔵
品
レ
ス
キ
ュ
ー
活
動
に
入
っ
て
い
た
所
管
部
局
で
あ
る
市
民
文
化
局
内
所
属
職
員
に
加
え
て
、
川
崎

市
役
所
全
体
を
挙
げ
て
の
大
規
模
な
支
援
が
入
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
三
月
後
半
に
な
る
と
年
度
末
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
の
た
め
、
市

職
員
か
ら
も
大
規
模
な
応
援
を
得
る
の
は
難
し
く
な
っ
た
。
そ
の
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、
外
部
支
援
団
体
の
応
援
が
止
ま
っ

て
し
ま
っ
た
。
気
温
が
上
が
っ
て
く
る
と
、
資
料
の
劣
化
も
進
む
だ
け
で
な
く
、
作
業
環
境
も
過
酷
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
臨
時
レ
ス
キ
ュ
ー
ス

タ
ッ
フ
の
応
援
も
得
て
作
業
を
急
い
だ
。
五
月
六
日
に
民
俗
と
歴
史
の
収
蔵
品
は
、
収
蔵
庫
か
ら
す
べ
て
搬
出
を
終
え
る
と
こ
ろ
ま
で
こ
ぎ
つ

け
た
。

搬
出
し
た
古
文
書
類
は
、
劣
化
の
進
行
を
抑
え
る
た
め
い
っ
た
ん
冷
凍
保
管
し
た
。
民
俗
資
料
は
、
洗
浄
後
乾
燥
し
た
上
で
、
館
内
に
仮
設
置

し
た
設
備
を
用
い
て
燻
蒸
し
、
そ
の
後
順
次
外
部
の
保
管
庫
へ
の
搬
出
を
進
め
た
。
こ
う
し
て
一
〇
月
に
は
、
冷
凍
保
管
し
て
い
る
古
文
書
類

以
外
の
ほ
と
ん
ど
の
収
蔵
品
を
館
内
か
ら
搬
出
し
た
。

次
は
、
歴
史
分
野
の
古
文
書
類
の
レ
ス
キ
ュ
ー
活
動（
以
下
古
文
書
レ
ス
キ
ュ
ー
）の
具
体
的
な
工
程
、
つ
ま
り
い
っ
た
ん
冷
凍
保
管
し
て
い
る

古
文
書
類
を
ど
の
よ
う
に
解
凍
し
て
解
体
・
洗
浄
・
乾
燥
し
て
い
く
か
、
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
天

野
真
志
氏
を
は
じ
め
と
す
る
外
部
の
専
門
家
の
助
言
と
指
導
も
受
け
な
が
ら
、
選
別
↓
記
録
↓
解
体
↓
洗
浄
↓
乾
燥
と
い
う
一
連
の
作
業
の
流

れ
を
作
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

古
文
書
類
は
、
自
然
に
乾
燥
さ
せ
る
方
法
も
あ
る
が
、
今
回
被
災
し
た
古
文
書
類
は
膨
大
な
数
に
上
り
、
真
空
凍
結
乾
燥
機
も
併
用
す
る
こ
と

が
検
討
さ
れ
た
。
令
和
二
年
七
月
の
奈
良
文
化
財
研
究
所
に
お
け
る
真
空
凍
結
乾
燥
機
の
利
用
の
講
習
な
ど
を
経
て
、
令
和
二
年
度
末
に
当
館

水
害
と
博
物
館
│
川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
被
災
収
蔵
品
レ
ス
キ
ュ
ー
の
記
録
│
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令
和
元
年
一
〇
月
一
二
日
の
被
災
直
後
、
地
下
は
完
全
に
水
没
し
、
一
階
近
く
に
ま
で
水
が
溜
ま
っ
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
。
地
上
は
、
展
示

室
の
一
部
の
壁
が
破
損
し
た
く
ら
い
で
、
あ
ま
り
目
立
っ
た
被
害
は
な
か
っ
た
が
、
地
下
階
の
状
況
の
詳
細
は
ま
る
で
不
明
で
あ
っ
た
。
収
蔵
庫

を
含
め
た
地
下
階
は
全
没
し
、
時
間
が
経
過
す
る
と
と
も
に
被
災
の
規
模
は
非
常
に
大
き
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
き
た
。

こ
う
し
た
状
況
に
川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
だ
け
で
対
処
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
国
立
文
化
財
機
構
文
化
財
防
災
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
推
進
室
か
ら
外
部
支
援
団
体
に
よ
る
収
蔵
品
レ
ス
キ
ュ
ー
活
動
の
枠
組
み
が
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
博
物
館
部
門
も
神
奈
川
県
博
物
館

協
会
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
団
体
な
ど
の
ご
協
力
を
仰
ぎ
、
作
業
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

博
物
館
部
門
の
収
蔵
品
は
、
第
一
収
蔵
庫
に
民
俗
、
第
二
収
蔵
庫
に
考
古
、
第
三
収
蔵
庫
に
歴
史
と
民
俗
分
野
の
収
蔵
品
が
一
部
と
い
う
よ

う
に
分
野
別
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
。
考
古
の
収
蔵
庫
に
は
埋
蔵
文
化
財
が
多
く
保
管
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
考
古
分
野
の
収
蔵
品
レ
ス
キ
ュ
ー

は
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
課
主
導
で
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
民
俗
分
野
の
収
蔵
品
は
、
文
書
史
料
に
比
べ
て
、
農
具
類
な
ど
は
耐
久
性
が

あ
る
と
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
第
一
収
蔵
庫
か
ら
の
収
蔵
品
の
搬
出
は
当
面
見
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
従
っ
て
、
博
物
館
部
門
が
最
初
に
取

り
組
ん
だ
の
は
、
第
三
収
蔵
庫
か
ら
の
歴
史
分
野
の
収
蔵
品
の
搬
出
で
あ
っ
た
。
そ
の
多
く
が
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
古
文
書
類
で
あ
る
。

収
蔵
庫
内
に
散
乱
す
る
こ
れ
ら
を
袋
に
詰
め
、
折
り
た
た
み
コ
ン
テ
ナ
に
格
納
す
る
と
い
う
流
れ
で
作
業
を
進
め
た
。

こ
の
間
、
民
俗
分
野
の
レ
ス
キ
ュ
ー
活
動
は
、
第
三
収
蔵
庫
に
あ
る
灯
り
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
、
一
部
の
収
蔵
品
の
取
り
出
し
な
ど
に
限
定
さ
れ

て
い
た
が
、
歴
史
分
野
の
収
蔵
品
レ
ス
キ
ュ
ー
が
軌
道
に
乗
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
年
が
明
け
る
と
第
一
収
蔵
庫
を
再
び
開
い
て
、
民
俗
分
野

収
蔵
品
レ
ス
キ
ュ
ー
活
動
の
概
要
―
博
物
館
部
門

鈴
木
勇
一
郎


